
２００５．　．　 （　）１２ ２１ ３

【
侵
入
窃
盗
】

　

町
田
市
内
の
１
月
か
ら　

月　

日
現

１１

２５

在
に
お
け
る
侵
入
窃
盗
被
害
は
、
５
３

２
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
２
６
４
件

減
少
し
て
い
ま
す
（
町
田
警
察
署
手
集

計
）
。

　

し
か
し
、
侵
入
窃
盗
被
害
は
減
少
傾

向
に
あ
る
と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
被
害

は
後
を
絶
た
ず
、
１
日
平
均
２
件
の
割

合
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

手
口
は
、
「
空
き
巣
」
が
２
８
２
件

と
全
体
の　

％
を
占
め
、
次
い
で
「
出

５２

店
荒
ら
し
」
と
「
事
務
所
荒
ら
し
」

が
、
併
せ
て
１
３
５
件
、
約　

％
を
占

２６

め
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
補
助
錠
の
設
置

や
防
犯
フ
ィ
ル
ム
の
張
付
な
ど
が
有
効

で
す
。

　

年
末
は
、
泥
棒
被
害
が
多
発
す
る
傾

鶴
川
二
小
・
鶴
川
三
小
の

通
学
区
域
変
更
に
つ
い
て

　

鶴
川
第
二
小
学
校
及
び
鶴
川
第
三
小

学
校
の
通
学
区
域
は
、　

月
２
日
に
開

１２

か
れ
た
定
例
教
育
委
員
会
で
鶴
川
第
二

小
学
校
通
学
区
域
の
一
部
を
鶴
川
第
三

小
学
校
通
学
区
域
へ
変
更
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
変
更
区
域
は
、
鶴
川

第
二
小
学
校
通
学
区
域
の
広
袴
二
・
三

・
四
丁
目
、
鶴
川
六
丁
目
、
大
蔵
町
の

全
部
、
広
袴
町
の
一
部
（
真
光
寺
川
西

側
の
広
袴
町
）
及
び
能
ヶ
谷
町
の
一
部

（
都
道
一
三
九
号
線
西
側
の
能
ヶ
谷

町
）
で
す
。
実
施
日
は
２
０
０
６
年
４

月
１
日
で
す
。

　

な
お
、
実
施
に
当
た
っ
て
、
２
０
０

６
年
度
の
新
１
年
生
の
入
学
校
及
び
新

２
〜
６
年
生
の
進
学
校
の
就
学
指
定
に

つ
い
て
特
例
措
置
を
２
０
０
６
年
４
月

６
日
ま
で
設
け
て
い
ま
す
。
特
例
措
置

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
が　

月　

１７

１２

３１

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
、
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年

　

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
お

１２

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

届
け
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
を
、
統
計
以

外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

□問
 

総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
０
６

谷
戸
山
管
理
講
習
会

（

入

門

編

）

　

豊
か
な
谷
戸
山
を
復
活
さ
せ
る
た
め

に
必
要
と
な
る
安
全
で
効
率
よ
く
行
え

る
基
本
的
な
管
理
技
術
を
学
び
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方

○
期
日　

第
１
回
＝
２
月　

日
（
土
）、

１８

　

日
（
日
）
▽
第
２
回
＝
２
月　

日

１９

２５

（
土
）
、　

日
（
日
）

２６

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

※
１
・
２
回
と
も
講
習
内
容
は
同
じ
で

す
。
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
下
さ
い
。

○
会
場　

七
国
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー

○
内
容　

安
全
管
理
、
竹
の
伐
採
と
整

理
方
法
、
落
葉
清
掃
と
堆
肥
づ
く
り
ほ

か○
定
員　

各
回　

人
程
度
（
抽
選
）

１２

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
講
習

名
・
希
望
回
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
１
月　

日
ま
で

３１

（
必
着
）
に
公
園
緑
地
課
緑
花
係
（
〒

　

－

０
０
３
３
、
木
曽
町
２
１
８
５

１９４

－

１
、
公
園
管
理
事
務
所
内
、
11
７
９

３
・
７
６
１
２
）
へ
。

　

障
が
い
者
が
自
立
生
活
を
楽
し
む
う

え
で
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
障
が
い
者
同
士
で

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
の
入
門
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

○
対
象　

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
心
の
あ
る
方
（
障
が
い
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。
手
話
通
訳
あ
り
）

○
日
時　

１
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２７

　

分
〜
４
時　

分
（
１
時
か
ら
受
付
）

１５

３０

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に
電
話

２４

で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
町

田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
部
（
11

７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７ 町
田
市
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

セ

ミ

ナ

ー

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

催

し

【
①
学
習
会
「
知
っ
て
お
き
た
い
家
庭

介
護
の
ポ
イ
ン
ト
」
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
内
に
お
け
る
介
護

の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

学
び
ま
す
。

○
日
時　

１
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

２５

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
講
師　

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
中
野

和
江
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

【
②
料
理
教
室
「
手
作
り
味
噌
教
室
」】

　

国
産
大
豆
を
使
っ
て
味
噌
を
作
り
ま

す
。

○
日
時　

１
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
講
師　

元
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
・
長
谷
川
葉
子
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
費
用　

８
０
０
円
（
材
料
費
）

※
以
前
参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
が
あ
り
ま
す
。
①
は
電
話
で
②
は

往
復
ハ
ガ
キ
に
子
の
名
前
・
年
齢
を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

①
は　

月　

日
午
前
９

１２

２１

時
か
ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。
②
は

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
希

望
す
る
か
否
か
を
明
記
し
て
、　

月　
１２

２８

日
ま
で
（
必
着
）
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

９－

８
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

高
齢
者パ

ソ
コ
ン
講
習
会

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
操
作
方
法
を

習
得
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講

習
で
す
。

　

右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
パ

６０

高齢者パソコン講習会予定表

時　間期　　日講座番号

 ９：００～１２：００
１４日（火）～
１８日（土）　

２
月

３２

１３：００～１６：００３３

 ９：００～１２：００
７日（火）～
１１日（土）　

３
月

３４

１３：００～１６：００３５

ソ
コ
ン
初
心
者

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
申
し
込
み　

右
表
の
講
習
会
一
覧
か

ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号
（
第
２

希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
１
月　

日
ま
で

１０

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森

１９４

野
１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ

１５

町
田
内
）
へ
。

□問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
11
７
２
３

・
２
１
４
７
、
高
齢
者
福
祉
課
11
７
２

４
・
２
１
４
６

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

で
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
（
子
ど

も
だ
け
の
参
加
も
可
）

○
日
時
・
内
容　

１
月　

日
（
日
）
午

１５

前　

時
〜
午
後
３
時
＝
形
成
、　

日

１０

２９

（
日
）
午
前　

時
〜
正
午
＝
絵
付
け

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

子
ど
も
３
０
０
円
、
大
人
７

０
０
円

【
②
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

○
日
時　

１
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２２

〜
４
時

○
内
容　

お
手
玉
と
ね
つ
け

○
費
用　

鈴
代　

円
１０

◇

ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

①
は　

月　

日
午
前　

１２

２２

１０

時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
、
②
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

【
園
芸
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　

２
月
３
日
（
金
）
、　

日
１０

（
金
）
、　

日
（
金
）
、　

日
（
火
）

１７

２１

（
全
４
回
）

○
時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か

３０

ら○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
、
花

の
家

○
講
師　

ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
花
の
家
・

園
芸
職
員

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２５

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
１
月　

日
ま
で
（
必
着
）

１６

に
、
町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ

ニ

ア

塾

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

１－

１９４

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
11
７

１５２
５
・
４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

【
あ
な
た
の
話
せ
る
場
所
あ
り
ま
す

か
？
育
児
の
ス
ト
レ
ス
ト
ー
ク
で
発
散

ほ
っ
と
ひ
と
息
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
…
】

　

お
し
ゃ
べ
り
で
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　

１
月　

日
（
水
）
午
前　

時

１１

１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
辻
野
恵
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

　

二
十
祭
ま
ち
だ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ

ン
ス
、
音
楽
、
ア
ー
ト
な
ど
様
々
な
分

野
で
若
者
の
社
会
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
す

る
ね
ら
い
を
も
っ
て
複
数
の
催
し
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
成
人
の
日
（
１
月
９

日
）
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

・
笠
井
信
輔
さ
ん
を
司
会
に
迎
え
、

「
虹
色
交
差
点
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
人

十
色
の
個
性
が
出
会
う
場
所
作
り
を
目

指
し
、
色
と
り
ど
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

お
届
け
し
ま
す
。

○
対
象　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和

６０

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

６１○
日
時　

１
月
９
日
（
祝
）
午
後
０
時

　

分
開
場
、
午
後
１
時
開
演

３０○
会
場　

総
合
体
育
館

※
対
象
の
方
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い

ま
す
が
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

□問
 

社
会
教
育
課
（
二
十
祭
ま
ち
だ
実
行

委
員
会
事
務
局
）
11
７
２
４
・
２
７
５

６【
３　

３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

on

○
対
象　

１
チ
ー
ム
４
人
以
上
（
男
女

混
合
可
）
で
、
「
新
成
人
の
部
」
（
新

成
人
が
１
人
以
上
い
る
こ
と
）　

チ
ー

１８

ム
、
「
未
来
人
の
部
」
（
高
校
生
以
上

〜　

歳
ま
で
）　

チ
ー
ム

１９

１２

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

２１

か
ら

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１２

２８

で
社
会
教
育
課
（
二
十
祭
ま
ち
だ
実
行

委
員
会
、
11
７
２
４
・
２
７
５
６
）

へ
。

ピーポくんピーポくん�
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町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

（
内
線
６
５
１
２
） 

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
防
止
の
た

め
に
、
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
に
参

加
す
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
を

講
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
振
り
込
め
詐
欺
】

　

１
月
か
ら　

月　

日
現
在
の
振
り
込

１１

２５

め
詐
欺
被
害
は　

件
超
で
、
被
害
総
額

５０

も
約
７
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す

（
町
田
警
察
署
手
集
計
）
。

　

犯
行
の
特
徴
を
見
る
と
、
今
年
の
前

半
は
「
息
子
や
夫
、
孫
が
電
車
内
で
痴

漢
を
し
た
か
ら
示
談
金
と
し
て
、
お
金

を
振
り
込
め
」
と
い
う
「
痴
漢
示
談
金

名
目
詐
欺
」
が
数
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
「
資
金
を
融
資
し
ま
す
の

で
調
査
料
と
し
て
お
金
を
振
り
込
ん
で

下
さ
い
」
と
い
う
「
融
資
保
証
金
名
目

詐
欺
」
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
犯
行
の
態
様
も
巧

妙
化
し
、
あ
た
か
も
被
害
者
の
家
族
構

成
や
職
業
等
を
知
り
つ
つ
電
話
を
し
て

い
る
節
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
以
前
の
よ
う
な
無
作
為
的

な
電
話
で
は
な
く
、
被
害
者
側
の
弱
み

を
つ
い
た
り
、
信
じ
込
み
や
す
い
状
況

を
作
っ
て
犯
行
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
、

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
お
か
し
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
ら
、

１　

動
揺
し
な
い
、
慌
て
な
い
（
冷
静

に
な
っ
て
誰
か
に
相
談
す
る
）

２　

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

（
振
り
込
む
前
に
警
察
に
相
談
す
る
）

３　

必
ず
本
人
に
確
認
す
る
（
本
人
の

携
帯
電
話
や
職
場
等
）

気
配
り
と

心
の
ゆ
と
り
で

安
全
を

気
配
り
と　

心
の
ゆ
と
り
で　

安
全
を

（
入
選
標
語
）

（
入
選
標
語
）

年
末
年
始
の

防
犯
対
策

新
し
い
成
人
式
の
カ
タ
チ
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